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使徒の働き 
 21:8 翌日そこを立って、カイザリヤに着き、あの七人のひとりである伝道者ピリポの家に入って、

そこに滞在した。 
 21:9 この人には、預言する四人の未婚の娘がいた。 
 21:10 幾日かそこに滞在していると、アガボという預言者がユダヤから下って来た。 
 21:11 彼は私たちのところに来て、パウロの帯を取り、自分の両手と両足を縛って、「『この帯の

持ち主は、エルサレムでユダヤ人に、こんなふうに縛られ、異邦人の手に渡される』と聖霊がお告

げになっています」と言った。 
 21:12 私たちはこれを聞いて、土地の人たちといっしょになって、パウロに、エルサレムには上

らないよう頼んだ。 
 21:13 するとパウロは、「あなたがたは、泣いたり、私の心をくじいたりして、いったい何をして

いるのですか。私は、主イエスの御名のためなら、エルサレムで縛られることばかりでなく、死ぬ

ことさえも覚悟しています」と答えた。 
 21:14 彼が聞き入れようとしないので、私たちは、「主のみこころのままに」と言って、黙ってし

まった。 


